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東京・生活者ネットワーク
2019 統一地方選選対長

都議会議員
[ 国立市・国分寺市 ]

山内れい子

生活者ネット40人の候補予定者を紹介！

新たな人材をむかえ３議席確保に全力！

世田谷／練馬／国分寺／小平
東京・生活者ネットワーク代表委員　西崎光子・大西由紀子・水谷泉

●東京・生活者ネットワークの活動を紹介します
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生
活
者
目
線
で
政
策
を
磨
き
上
げ

る
―
―
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
め

ざ
す
の
は「
生
活
の
豊
か
さ
」で
す
。

　
平
和
で
あ
り
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
、
命
を
守
り
一
人
ひ
と
り
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
自
然

環
境
の
破
壊
を
止
め
未
来
に
残
し
て

い
く
努
力
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
一
日
一
日
の
生
活
に
精
一
杯
で
特

別
な
困
難
が
な
く
も
、
見
過
ご
し
て

は
な
ら
な
い
の
が「
政
治
」で
す
。

　
議
会
で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
子
育
て
や
介
護
、
仕
事
や
学
校
、

環
境
問
題
な
ど
、
ど
れ
一
つ
を
と
っ

て
も
私
た
ち
に
身
近
な
こ
と
ば
か
り

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
普
通
の
生
活

者
」
が
、
決
定
機
関
で
あ
る
議
会
に

ど
ん
ど
ん
入
り
、
発
言
す
る
。
生
活

者
目
線
で
、
不
断
に
政
策
を
磨
き
上

げ
、「
生
活
の
豊
か
さ
」こ
そ
を
め
ざ

す
議
会
へ
と
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
に
根
ざ
し
て
42
年
。
孤
独
と

対
立
、
不
安
定
さ
の
な
か
で
、
生
き

る
力
を
育
み
、
誰
も
が
自
由
と
可
能

性
を
追
求
で
き
る
社
会
、
つ
な
が
り

支
え
あ
え
る
共
生
社
会
を
め
ざ
す
―

―
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

25
の
地
域
ネ
ッ
ト
に
40
人
の
女
性
候

補
予
定
者
を
擁
立
し
、
2
0
1
9
年

統
一
地
方
選
挙
に
臨
み
ま
す
。

　
地
域
政
党
（
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
テ
ィ
）
東

京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
域
の

市
民
活
動
や
、
私
か
ら
始
め
る
生
活
協
同

組
合
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る

女
性
た
ち
が
「
政
策
決
定
の
場
へ
の
市
民

の
直
接
参
加
を
」
と
訴
え
て
、
1
9
7
7

年
7
月
の
都
議
会
議
員
選
挙
（
練
馬
選
挙

区
）に
初
挑
戦
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

以
来
42
年
。
暮
ら
し
発
・
地
域
課
題
を
政

治
の
場
へ
押
し
上
げ
、
環
境
福
祉
優
先
政

治
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
5
月
に
は
、
私
た
ち
が
求
め
続

け
て
き
た
、
選
挙
で
男
女
の
候
補
者
数
を

「
均
等
」
に
す
る
よ
う
政
党
に
求
め
る
「
政

治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進

法
」
が
成
立
。
今
こ
そ
地
域
か
ら
女
性
議

員
を
増
や
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
分
野
・
施

策
分
野
を
超
え
て
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男

女
平
等
）主
流
化
」ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
と

き
で
す
。

　
2
0
1
9
統
一
地
方
選
に
む
け
て
準

備
を
開
始
し
た
25
の
地
域
ネ
ッ
ト
の
、
な

か
で
も
3
議
席
確
保
に
全
力
で
挑
戦
す

る
「
世
田
谷
／
練
馬
／
国
分
寺
／
小
平
」

の
各
ネ
ッ
ト
か
ら
、
新
人
女
性
候
補
予
定

者
を
紹
介
し
ま
す
。

カウントダウン！
2019統一地方選

金井えり子/世田谷区
世田谷・生活者ネットワーク

政策委員

すどうのぶえ/練馬区
練馬・生活者ネットワーク

政策委員

津村ちさと/国分寺市
国分寺・生活者ネットワーク

政策委員

山浦まゆみ/小平市
小平・生活者ネットワーク

政策委員長

●４月21日（日）は、2019年統一地方選挙の投票日です（期日前投票は、４月15日～20日）。

●1977年7月に活動を開始した地域政党（ローカルパーティ）東京・生活者ネットワー
クが、これまでに生み出した女性議員数：207人

　生活者ネットワークは東京都内 33 の自治体にあり、都議会
議員 1 人、市・区議会議員 46 人の女性議員とともにそれぞれ
の地域課題に取り組むと同時に、市や区をこえた「東京問題」に
は全体で取り組んでいます。東京を生活のまち、安心・共生・
自治のまちにするために発言を続けます。

東京・生活者ネットワークは
47人の女性議員をもつローカルパーティです

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

3
つ
の
ル
ー
ル

議員報酬は市民の政治活動資金に
生活者ネットワークの活動はカンパで支えられています。議員報酬
は、市民の政治活動資金に活かします。お金の流れは公開し、政治
資金の透明化をはかっています。

議員は交代制（ローテーション）
生活者ネットワークの議員は、最長でも3期12年で交代します。議
員を職業化・特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を広げ
ます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や地域活
動などに、その経験を活かします。

選挙はカンパとボランティアで
選挙は、政治に参加する入り口です。みんなでお金（カンパ）と知恵
や労力（ボランティア）を出し合い、選挙を行います。

●みなさまのカンパを募集しています。
郵便振替口座番号00130-3-18417　加入者名「東京・生活者ネットワーク」

ひとりにしない子育て・介護 支えあい分かちあう
地域共生社会へ

東京・生活者ネットワークの議員と候補予定者。政策発表集会で、2018 年 10 月 27 日



た な か　 さ や か

田 中さ や か
1982 年目黒区生まれ。都立南
高校（現美原高校）卒業。アパ
レル会社勤務。脱原発デモや官
邸前抗議に参加。放射能から子
どもを守る会で活動。2015 年
～品川区議会議員。区民委員会。

脱被曝・卒無関心・命を守る政治を品川か
ら！ 多様性を認め合う社会をめざします。

品川 よ し だ　 ゆ み こ

吉 田 ゆ み こ
1954 年品川区生まれ。学習院大
学卒業。生協で食の安全、環境
問題に取り組む。生活クラブ生
協理事長。「原発」都民投票条例
直接請求の請求代表者。2015 年
～品川区議会議員。総務委員会。

掘り起こした品川区の問題・課題、私自身
が取り組むために２期目挑戦します！

品川

ほ そ の　 か よ こ

細 野 か よこ
1962 年三重県生まれ。日本福祉
大学卒業。ケア付き住宅の企画・
運営会社など勤務。フリーランス
デザイナー。なかのアクション・
福島子ども保養プロジェクトメン
バー。2015 年～中野区議会議員。

地域から、自治体から、一人ひとりが大切
にされる社会をめざします。

中野 き み が き　 け い こ

きみがき圭子
1957 年練馬区生まれ。学習院大学
卒業。高校数学科教諭。練馬・生
活者ネット事務局、副代表、子ども・
教育担当、環境担当。中学校 PTA
役員。2011年～練馬区議会議員（現
在 2 期目）。企画総務委員会。

区民を差別し排除する区政をただし、公平・
平等な地域社会をつくります。

練馬

い わ な が　 や す よ

岩 永 やす代
1971 年国分寺市生まれ。中央大学
卒業。高校教諭。英国に留学。高
校生の留学サポートに従事。多文化
ママ友の会で活動。生協まち委員長。
2011 年～国分寺市議会議員（現在
2 期目）。文教子ども委員会委員長。

共に育ち、働き、暮らすまちづくりをすす
めるために 3 期目に挑戦します！

国分寺

じ つ か わ　 け い こ

じつかわ圭子
1965 年保谷市（現西東京市）生
まれ。聖心女子大学卒業。空堀
川に清流を取り戻す会理事。小
学校 PTA 副会長。TA ママの会

「フィール」事務局。2011 年～
東大和市議会議員（現在 2 期目）。

一人ひとりの想いを大切にしながら、市民
のネットワークを広げていきます。

東大和

き の し た　 や す こ

木 下 や すこ
1973 年神戸市生まれ。神戸女学院
大学卒業。同大学院博士後期課程単
位取得満期退学。私立中高教員。安
保関連法に反対するママの会 @ 調
布立ち上げ。調布市教育委員会教育
プラン策定検討委員会市民委員。

憲法をしっかり心に刻んで、一人ひとりが
大切にされる社会を築きたい！

調布き し だ　 め ぐ み

岸 田 めぐ み
1983 年吹田市生まれ。大阪信愛
女学院高校、大手前栄養学院専
門学校卒業。管理栄養士。㈱とう
はん、㈱レノアコーポレーション
勤務。自主保育で子どもと野外活
動を行う。生協まち多摩消費委員。

子どもの人権が守られ、生きていく力を身
につけられるよう支援をします。

多摩

こ は ま　 か お る

こはまかおる
1974 年神奈川県生まれ。東京学芸大学
卒業。デザイン事務所勤務。国立市私
立幼稚園 PTA 連合会役員。0・1・2 歳
児の親子支援活動、くにたち未来シネマ
で「みんなの学校」上映に参加。小学
校 PTA 会長。くにたち図書館臨時職員。

すべての子どもが共に生き、共に学ぶ。困っ
たときには SOS が出せる国立に！

国立

く わ は ら　 り さ

桑 原 り さ
1962 年世田谷区生まれ。都立目黒
高校、東京デザイナー学院卒業。デ
ザイン会社勤務。子育てネットブラ
ンコ代表。2003 ～ 07 年東村山市
議会議員。小学校 PTA 会長。東村
山市男女共同参画推進審議会委員。

孤独な育児経験でつながる大切さを実感。
誰でもいつでも頼れる場づくりを！

東村山

た か せ　 か お る

高 瀬 かお る
1961 年大阪府生まれ。東京音楽
大学卒業。生協理事。小・中学校
PTA 連合会委員。野川流域連絡会
委員。2011 年～国分寺市議会議員

（現在 2 期目）。建設環境委員会委員
長。会派代表。議会改革検討委員会。

世代を超えて、一人ひとりに「真に寄り添
う」福祉のまちをつくります。

国分寺

み は ら　 と も こ

三 原 智 子
1967 年青梅市生まれ。都立青梅
東高校卒業。京王帝都電鉄に勤務。
ガールスカウト指導者。福生・生
活者ネット設立、代表。市立小学
校 PTA 会長。2015 年～福生市議
会議員。総務文教委員会副委員長。

子どもを真ん中にまちづくり！　子どもの
権利が尊重されるまちをめざします。

福生

ま え だ　 よ し こ

前 田よし 子
1970 年八王子市生まれ。青山学
院女子短期大学卒業。商社、生命
保険会社勤務。NPO 畑と田んぼ
環境再生会に参加。福島こども支
援・八王子で活動。2015 年～八
王子市議会議員。文教経済委員会。

多世代が集える居場所で、特技を持ちより
ながら、楽しくつながる地域に。

八王子

つ む ら　 ち さ と

津 村 ちさと
1968 年清瀬市生まれ。法政大
学卒業。NTT データ通信派遣社
員。デポー国分寺わくわくプロ
ジェクト実行委員。国分寺名水
と歴史的景観を守る会、ネット
ワーク・市民アーカイブで活動。

生活に直結した課題に取り組み、「国分寺市でよ
かった」と思えるまちづくりに力を尽くします。

国分寺

さ い お ん じ　 み き こ

西園寺みきこ
1958 年福島市生まれ。東北大学卒
業。薬品会社勤務。高校教諭。東京
農工大学大学院修士修了。2011 年
～武蔵野市議会議員（現在 2 期目）。
福島原発刑事訴訟支援団や NPO む
さしの市民エネルギーを支援。

やっぱり市民目線が必要！　ネットにしか
言えない発言を続けていきます！

武蔵野

き だ 　 あ や

き だ あ や
1981 年静岡県生まれ。県立浜松商
業高校、専門学校舞台芸術学院卒
業。生活クラブ生協まち八王子北
たすけあい委員長など。幼稚園父
母会役員。八王子・生活者ネット
事務局長。浅川中学校 PTA 役員。

多様な生き方を尊重し共に生きる社会、
困ったときに SOS を出しやすい環境を。

八王子

そ ね 　 ふ み こ

そ ね 文 子
1968 年世田谷区生まれ。日本大
学卒業。㈶アジア学生文化協会勤
務。六ヶ所核燃再処理工場反対運
動に取り組む。2011 年～杉並区
議会議員（現在 2 期目）。子宮頸
がんワクチン被害問題に取り組む。

多様性を認め合い、だれもがその人らしさ
を活かせる居場所をつくりたい。

杉並

や な い　 か つ こ

やない 克 子
1962 年荒川区生まれ。大泉北高
校卒業。鉄鋼メーカー勤務。生協
業務を受託するワーカーズ・コレ
クティブに参画、理事。2014年（補
欠選）～練馬区議会議員（現在 2
期目）。環境まちづくり委員会。

福祉・環境優先、人権と多様性を認め合う
地域社会の実現に取り組みます。

練馬

お く だ　 ま さ こ

奥 田 雅 子
1960 年江東区生まれ。フェリス
女学院短期大学卒業。総合商社勤
務。北東京生活クラブ生協理事長。
福祉、子ども・子育て地域活動支
援のインクルーシブ事業連合事務
局長。2015 年～杉並区議会議員。

セーフティネットのしくみを充実させ、だ
れも排除されない社会をつくる。

杉並

す ど う　 の ぶ え

すどうのぶえ
1962 年東京都北区生まれ。国際
商科大学（現東京国際大学）卒業。
専門商社、外資系銀行、不動産
会社勤務。DV 被害女性プログラ
ムファシリテーター。CAP（子ど
もへの暴力防止）プログラム活動。

人権を大切にジェンダーの視点で、格差や
差別のない社会をめざします。

練馬

　人口減少社会を目前に、格差問題が日々深刻化しています。高齢者、障がい者、
子ども家庭の社会的孤立に対応するための、横断的、普遍的な地域支援システムの
一日も早い構築が、政治・行政、市民社会に求められています。生活者ネットワークは、

「ひとりにしない子育て・介護　支えあい分かちあう地域共生社会へ」を合言葉に、
誰もが、地域でその人らしく暮らせる福祉優先社会をめざします。

生活と政治をつなぐ情報紙／生活者通信　No.329　2019 年 2 月1日　　（第三種郵便物認可）――■

●『2019年統一地方選挙基本政策』（A４判36頁）を発行しました。問合せは東京・生活者ネットワーク（☎ 03-3200-9189）へ。

大
事
な
こ
と
は
市
民
が
決
め
る
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市
民
参
加
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●
自
治
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本
条
例
、
住
民
参
加
推
進
条
例
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つ
く
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●
情
報

公
開
条
例
に
市
民
の
知
る
権
利
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保
障
す
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若
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会
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年
世
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参
画
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呼
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け
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く
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活
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O
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援

●
コ
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や
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ー
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ャ
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地
域
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仕
事
と
雇
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へ
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●
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す
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●
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治
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参
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進
め
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■
若
者
支
援

●
18
歳
か
ら
の
政
治
参
加
で
な
く
、
小
中
学
生
が
地
域
づ
く
り

に
参
加
す
る
し
く
み
を
つ
く
る
●
児
童
養
護
施
設
に
自
立
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
、
施
設
を
出
た
若
者
の
自
立
支
援

策
を
進
め
る

多
様
性
を
認
め
合
う
共
生
社
会
を
つ
く
る

■
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
の
権
利

●
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
、
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す

る
た
め
に
子
ど
も
の
権
利
条
例
を
つ
く
る
●
保
育
、
子
育
て
支

援
両
方
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
虐
待
防
止
に
つ
な
げ
る

■
教
育
･
学
校

●
学
び
直
せ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
進
め
る
●
人
権
の
観
点
、

生
命
尊
重
の
視
点
か
ら
の
性
教
育
を
進
め
る
●
共
生
、
共
学
の

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
進
め
る

■
医
療
･
介
護
、
地
域
福
祉

●
医
療
だ
け
で
な
く
生
活
全
般
も
含
め
た
相
談
支
援
の
場
所

「
暮
ら
し
の
保
健
室
」
を
つ
く
る
●
在
宅
介
護
、
在
宅
医
療
は

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
体
制
で
進
め
る

●
介
護
者
を
応
援
す
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を
制
定
す
る

■
障
が
い
児
・
者
支
援

●
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
基
づ
く
合
理
的
配
慮
・
権
利

擁
護
を
踏
ま
え
、
当
事
者
参
加
で
条
例
制
定
を
め
ざ
す
●
就

労
支
援
は
、
共
生
社
会
を
見
据
え
、
共
に
働
く
環
境
を
整
え
る

■
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男
女
平
等
）
主
流
化
！

●
女
性
の
人
権
を
守
る
／
被
害
の
救
済
・
支
援
の
し
く
み
を
整

え
る
●
女
も
男
も
生
活
者
！
格
差
を
是
正
し
差
別
を
解
消
す
る

●
多
様
な
性
を
認
め
合
う
／
性
的
指
向
・
性
自
認
（
S
O
G
I
）

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
く

■
誰
も
が
人
間
ら
し
く
働
く

●
「
生
活
時
間
」
を
と
り
も
ど
す
！
人
間
ら
し
い
働
き
方
が
で

き
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
つ
く
る
●
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

な
ど
、
多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
●
労
働
問
題
を
解
消
し
、

格
差
を
是
正
す
る

■
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ

●
子
ど
も
の
学
習
支
援
と
子
ど
も
家
庭
の
支
援
を
進
め
、
貧

困
に
よ
る
教
育
格
差
を
な
く
す
●
生
活
保
護
や
就
学
援
助
は
、

必
要
な
人
が
受
給
で
き
る
よ
う
周
知
し
、
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
る
●
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
●
給
付
型
奨

学
金
制
度
の
充
実
を
図
る
●
非
正
規
雇
用
も
社
会
保
障
に
加

入
で
き
る
し
く
み
や
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
で
ワ
ー

キ
ン
グ
･
プ
ア
に
陥
ら
な
い
労
働
環
境
を
整
備
す
る

■
住
ま
い
は
生
活
の
基
本

●
居
住
支
援
協
議
会
を
各
区
市
で
立
ち
上
げ
、
自
治
体
に
よ

る
空
き
家
調
査
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
、
住
宅
確
保
要
配
慮

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
開
始
す
る

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り

●
多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
す
る
●
認
知
症
に
な
っ
て

も
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

■
人
権
尊
重
の
ま
ち

●
子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
は
、「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を

保
障
し
対
策
を
と
る
●
D
V
や
性
暴
力
、
性
的
搾
取
の
な
い

社
会
を
つ
く
り
、
被
害
者
を
守
る
相
談
体
制
を
拡
充
す
る
●
人

権
を
保
障
し
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
人
権
教
育
を
進

め
る
●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
対
策
を
進
め
る

命
を
つ
な
ぐ
環
境
を
ま
も
る

■
次
世
代
に
つ
な
ぐ
循
環
型
社
会

●
雨
水
の
地
下
浸
透
・
循
環
利
用
を
進
め
る
●
2
R
を
進
め

る
／
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚
染
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

●
公
共
施
設
で
の
せ
っ
け
ん
利
用
を
進
め
る
●
水
道
事
業
の
民

営
化
に
反
対
す
る

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
発
０
（
ゼ
ロ
）

●
脱
石
油
・
原
発 

0
！
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
を

進
め
る
●
小
規
模
市
民
電
力
発
電
所
、
ベ
ラ
ン
ダ
発
電
な
ど
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、「
創
エ
ネ
」
を
進
め
る

●
気
候
変
動
と
温
暖
化
防
止
の
環
境
学
習
を
進
め
る

■
食
の
安
全
／
都
市
農
地
を
ま
も
る

●
公
給
食
に
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
は
使
わ
な
い
●
学
校
給
食

と
学
校
農
園
の
活
用
で
食
農
教
育
を
進
め
る
●
食
材
の
放
射

能
測
定
を
継
続
し
、
情
報
公
開
を
進
め
る
●
遺
伝
子
組
み
換

え
は
、
全
食
品
で
表
示
を
求
め
る
●
添
加
物
、
農
薬
な
ど
は
徹

底
し
た
検
査
と
表
示
の
強
化
を
●
都
市
農
業
と
農
地
を
守
る

■
都
市
計
画

●
人
口
減
少
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
参
加
で
進
め
る

●
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
、
森 

━ 

里
山 

━ 

公
園 

━ 

農
地 

━ 

緑

地
を
つ
な
げ
た
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

■
防
災
・
減
災
対
策
を
前
へ
！

●
既
存
の
公
園
を
防
災
広
場
に
！
炊
き
出
し
や
防
災
訓
練
が
で

き
る
体
制
を
つ
く
る
●
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
す
る
●
災
害
時
避

難
計
画
に
福
祉
的
視
点
を
入
れ
る
●
通
学
路
の
点
検
は
子
ど

も
目
線
で
●
耐
震
診
断
を
促
し
、
焼
失
区
域
に
お
い
て
は
難
燃

改
修
を
支
援
す
る
●
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て
地
域
の
理
解

を
得
ら
れ
る
対
策
を
立
て
る

■
平
和
・
憲
法
、
基
地
問
題

●
事
実
に
基
づ
い
た
歴
史
認
識
の
共
有
を
進
め
る
●
子
ど
も
か

ら
お
と
な
ま
で
、
憲
法
・
平
和
を
地
域
で
学
ぶ
市
民
活
動
を
応

援
す
る
●
多
文
化
共
生
社
会
を
理
解
し
、
地
域
か
ら
平
和
を

築
く
●
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
！
基
地
問
題
に
取
り
組
む

2019 統一地方選 ！
東京・生活者ネットワークの

提案



い と う　 ひ と み

伊 藤 ひとみ
1962 年足立区生まれ。埼玉大
学経済短期大学卒業。通信、生
命保険、自動車などの企業、労
働情報誌事務局など勤務。平和
コンサート企画運営スタッフ。
2015 年～江戸川区議会議員。

みんな違うからおもしろい！多様性を認め
合える社会をめざします。

江戸川

た か お か　 じ ゅ ん こ

高岡じゅん子
1960 年渋谷区生まれ。筑波大
学卒業。ワコール勤務。TOKYO
こどもエコクラブまつり実行委
員長。生協まち運営委員長、理事。
2011 年～世田谷区議会議員（現
在2期目）。福祉保健常任委員会。

足元から格差を減らし、平和と環境を守り、
暮らしの視点で福祉を充実！

世田谷

わ た な べ　 な つ こ

渡 辺 夏 子
1981 年浦和市（現さいたま市）生
まれ。東洋大学卒業。在学中、聴覚
障がいを持つ友人のためノートテイ
ク。手話演劇を上演する「二ねん後
企画」を立ち上げる。生協まち委員。
ダイオキシン調査実行委員。

必要な助けが、必要な人に届けられるよう
な仕組みづくりをめざします。

目黒

も と に し　 み つ え

本 西 み つえ
1966 年文京区生まれ。青山学
院大学卒業。生命保険会社勤務。
幼稚園非常勤講師。江戸川区内福
祉 NPO 法人理事長。高齢者・障
がい者・子育て支援の現場で働く。
2015 年～江戸川区議会議員。

人と人とをつなげ、誰もが自分らしく生き
ることができる社会をつくります。

江戸川

た な か　 み ち こ

田中 み ち 子
1966 年栃木県矢板市生まれ。武
蔵野女子大学卒業。リクルート
グループ勤務。ACT にて居場所
支援活動。アフリカ支援の NGO
活動。乳児院ボランティアなど。
2015 年～世田谷区議会議員。

誰一人取り残されない持続可能な社会の実
現に向けて、居場所づくりを！

世田谷

む ら か み　 よ う こ

村 上 洋 子
1955 年山形県生まれ。法政大学卒
業。全労済、文映教育映画社勤務。
調布市子ども条例制定準備委員会委
員。多摩南生活クラブ生協理事。若
葉台バオバブ保育園で非常勤として
働く。2015 年～稲城市議会議員。

住みたいまちは人のつながりのあるまち、
活かそう「市民力」！

稲城

お く む ら　 さ ち こ

奥 村さち子
1963 年武蔵野市生まれ。八王子東
高校、ビジネス系専門学校卒業。コ
ンピュータ・計測機器メーカー勤務。
市内福祉系 NPO 法人理事、事務局
長。府中市市民協働推進会議委員。
都内福祉系 NPO 法人副理事長。

市民力を活かす地域連携を進め、誰もが孤
立しない地域社会を実現します。

府中

や ま さ き　 と も こ

山 﨑 とも 子
1968 年国分寺市生まれ。藤村女子
高校卒業。国分寺市役所入庁。小平
市廃棄物減量等推進審議会委員。市
立第十二小保護者と教職員の会で活
動。生協まち小平委員長。2017年（補
欠選）～小平市議会議員。

だれひとり取り残さない共生のまちづくり
をすすめ、平和な社会を守ります。

小平

に し の　 な お み

西 のなお 美
1969 年広島市生まれ。広島県立
女子大学卒業。情報誌制作会社勤
務。NPO 法人純銀アート協会を設
立、銀粘土を通じた社会貢献活動
を行う。府中市市民活動推進協議
会委員。2015年～府中市議会議員。

子育て世代の暮らしを安心、豊かに。子ど
も・若者支援を充実させます。

府中

さ と う　 え つ こ

さとう 悦 子
1964 年長崎県生まれ。長崎県立
女子短期大学卒業。法律事務所勤
務。小、中学校 PTA 活動。生協ま
ち委員長。生活クラブ東京農業政
策委員・体験農園研究会メンバー。
2015 年～小平市議会議員。

子どもの権利条例の制定をめざし、介護家
族支援のための施策を充実させます。

小平

は や し　 ま い こ

林 ま い 子
1977 年中野区生まれ。慶應義塾大
学卒業。海外渡航歴約 40 か国。日
本経済研究所で国際協力に従事。
多世代の居場所立ち上げ、にしたま
ソーシャル映画祭などに参加。昭島
市子ども・子育て会議市民委員。

多様であることを受け入れてくれる社会を
実現し、次世代に引き継ぎたい。

昭島

や ま う ら　 ま ゆ み

山 浦 まゆ み
1974 年東京都生まれ。中央大学
卒業。立命館大学大学院博士前期
課程修了。環境NPOにてインター
ンを経験。マーケティング会社、
環境系人材派遣会社勤務。幼稚園・
小学校クラス役員。生協まち委員。

政治と暮らしをより近づけるため、生活者
としての視点で全力を尽くします。

小平

ま つ ざ き　 よ し こ

まつざき淑子
1959 年目黒区生まれ。成城大学
卒業。日本機械学会事務局勤務。
ワーカーズ・コレクティブ轍サン
ズ（生協配送業務）に参加、理事。
保育園非常勤職員。「みんなの居場
所」実行委員として活動。

「寄り添い、考え、提案する」市民と共に
活動していきます！

狛江 い わ さ き　 み な こ

岩 崎 み なこ
1960 年武蔵野市生まれ。中央大学
卒業。証券会社勤務。NPO「青い
空 - 子ども・人権・非暴力」に所
属、CAP ワークショップ、セルフ
ディフェンス・デート DV 防止講座
の活動。2015年～多摩市議会議員。

すべての人の人権が尊重され、自らの言葉
で発信でき、共に考える社会の実現へ！

多摩

こ に し 　 み か

小 西 み か
1966 年足利市生まれ。横浜市立
大学卒業。公認会計士。監査法
人に非常勤勤務。清瀬市行財政
改革検討委員、情報公開・個人
情報保護審査会委員。2011 年
～清瀬市議会議員（現在 2 期目）。

だれにも居場所と出番と役割があり、一人
ひとりを大切にするまち、清瀬に。

清瀬

し ら い し　 え つ こ

白 石 えつ 子
1959 年足利市生まれ。県立浦和
商業高校卒業。( 現 ) コニカミノ
ルタ入社。小、中学校 PTA 役員。
高齢者・障がい者 ( 児 ) の介助に
従事。多摩きた生活クラブ生協理
事。2015 年～東村山市議会議員。

高齢者や障がい者にやさしいまち＝誰もが
暮らしやすいまちをつくります！

東村山

き た ざ わ　 じ ゅ ん こ

きたざわ潤子
1961 年高知県香美市生まれ。東
洋英和女学院短期大学、日本女子
大学通信教育課程卒業。幼稚園教
諭を 16 年間。日本保育学会会員。
2011 年～大田区議会議員（現在
2期目）。防災安全対策特別委員会。

すべての子どもたちの「生きる力」が最大
限発揮される社会をめざします。

大田

か な い　 え り こ

金 井 えり子
1964 年杉並区生まれ。目黒星美
学園高校卒業。日本獣医畜産大学
中退。㈱こぐま座で着ぐるみアク
ター。劇団で制作、MC。生協理
事、監事。NPO コンチェルティー
ノ監事。読み聞かせボランティア。

子どもの笑顔を守り、食と環境を大切に、
安心して暮らせる社会をつくる。

世田谷

ち ば 　 さ き え

千 葉 さきえ
1979 年世田谷区生まれ。東京農
業大学卒業。オーストラリア、ヨー
ロッパに語学習得などのために滞
在。広告、イベントの企画制作会
社勤務。子育て支援企業事務局ス
タッフ。生活クラブ生協まち委員。

子どもが大人になることに希望が持てる江
東区づくりをすすめます。

江東

つ か だ　 ひ さ こ

塚 田 ひ さこ
1962 年香川県高松市生まれ。成
城大学卒業。サントリー入社。地
域情報誌など編集に携わる。フリー
ランスの編集・ライター。「一般社
団法人マガジン９」理事、事務局長、
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豊島

2019 統一地方選 ！  生活者ネットワークの候補予定者

わたしたちが「市民政策」を実現します

●４月21日（日）は、2019年統一地方選挙の投票日です（期日前投票は、４月15日～20日）。
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れ
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憲
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憲
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築
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私たちも
生活者ネットワークを
推薦します

「生活者通信」の購読者を募集　●定価：年間 1000 円　　［お申し込み方法］郵便振替をご利用ください（手数料ご負担ください）。振り込みが確認され次第、「生活者通信」をお届けします。お名前・ご住所・〒番号・電話番号・開始月を明記、口座番号 00130-3-18417　加入者名「東京・生活者ネットワーク」

●天笠啓祐　ジャーナリスト
　生活者の声の結集が、いまほど必要な時はな
い。私たちは戦後という時代の終焉に立ち会う
ことになった。政府は戦争への道を突き進み、
グローバル化・民間企業優先政策の中で相次い
で主権を売り払い、イノベーションの名のもと
に危険な科学技術促進を図り、いつの間にか原
発事故までなかったことにしようとしている。
この流れに対抗するのは生活者の声の結集であ
り、それができるのは東京・生活者ネットだと
思う。期待は大きい。
●池口葉子　在宅福祉サービス NPO 理事長
●池田敦子　元都議会議員
　誰もが持っている自分で決める力。この力を
無力化するような国の政治。危機感は誰の上に
も迫っています。これを跳ね返す私たちの力。
私たちの暮らすまちで生活のことを具体的に決
める自治の力を発揮する。それが今年の地方自
治体選挙です。さあ、自治体の決める力を強く
するために生活者ネットの候補者を議会に送り
込みましょう。
●石毛鍈子　市民政策調査会顧問／元衆議院議員
　生活者ネットワークは暮らしの課題を政治の
場から解決するために、まさに暮らしの当事者と
して女性議員を実現してきたパイオニアです。「候
補者男女均等法」がようやく成立しました。男
女議員が同数（パリテ）の議会となるように、そ
して未来の社会に希望をつなぐために、女性に
よる政治団体＝東京・生活者ネットワークが持て
るエネルギーをしなやかに全開させる時です。
●井筒和幸　映画監督
●伊藤久雄　認定 NPO 法人まちぽっと理事
●上田昌文　NPO 法人市民科学研究室・代表理事
　大企業・富裕層の優遇を露骨に推し進める国
政の流れを変えるには、地域の生活者が手を携
えて、子どもや社会的な弱者に目を向けた、環
境と健康を守る政策を実現できるかどうかが鍵
になります。生活者の声を政治に反映させるべ
く精力的に活動している、東京・生活者ネット
ワークを推薦いたします。
●植田 泉　東京 CPB（コミュニティパワーバ
ンク）理事長
　東京 CPB は市民の意志あるお金によって地
域を元気にする非営利金融のしくみです。一人
ひとりが大切にされ支えあう共生社会をめざし
て、一緒にまちづくりをすすめましょう。生活
者ネットワークの候補者の方々を応援します。
●遠藤保男　東京の水連絡会代表
　今こそ、地に足の着いた政治が必要です。そ
れには、一人一人が人権を第一に置いて、政治
の主人公になることが不可欠と思います。水道
法が改悪され、コンセッション方式の導入が可
能になってしまいました。東京都が導入するこ
とのないように、しっかり監視していこうと思
います。水道は自治の原点なので、共に頑張り
ましょう。
● 大 江 正 章　アジア 太 平 洋 資 料 センター

（PARC）共同代表
　安倍首相の独善的行動は、ひどくなるばかり
だ。辺野古の海への土砂投入は民主主義の破壊
に他ならない。暮らしを守る規制は緩和され、
格差は広がっている。それに対抗できるのは、
自治・共生・多様性を尊重し立憲民主主義を守

り抜く東京・生活者ネットワークだ。いのち・食・
農を大切にして、安心できるまち東京を共に創っ
ていこう。
●大河原雅子　衆議院議員
　市民の思いや提案を真摯に受け止める政治の
実現は、今年の自治体議員選挙と参議院選挙の
結果にかかっています。地域で多様な人々と市
民政治を創り上げてきた生活者ネットの躍進を
期待し、一緒に戦います。
●大嶽貴恵　環境まちづくり NPO エコメッセ理事長
●沖藤典子　ノンフィクション作家
●奥脇信久　NPO 法人たがやす元理事長
　日々の暮らしから沸き起こる声を大切にし、
市民主体の政治をめざす生活者ネットワークを
応援しています。
●鏡 諭　淑徳大学教授
　政策は、生活をよりよくするために、実施さ
れるものです。そのためには、地域や生活をよ
く知る人々の発信が重要です。生活者ネットワー
クに期待しています。
●加瀬和美　北東京生活クラブ生活協同組合理事長
　来るべき高齢化社会、生産現場での後継者問
題、エネルギーの問題など、どれをとっても他
人事ではすまされません。よりよい政策提案に
つなげていく活動に市民の代理人は不可欠で
す。ともに活動し、政治を身近に感じる人を増
やしていきましょう。
●片岡 勝　第３世界ショップ・ファウンダー
　掲げられている社会の方向性には賛同です。
それを市民が主人公になってつくるために未来
の政党は何をするのか、が問われているのだと
思います。その視点で政治不信に真正面から切
り込んでください。期待します。
●加藤健一　俳優
●金子匡良　法政大学法学部教授
　日本のジェンダー・ギャップ指数は、世界
149 カ国のうち 110 位という低位にあり、その
大きな要因は政治が男性に牛耳られていること
にあります。日本の政治をジェンダー平等に基
づいたものとするために、生活者ネットワーク
の躍進に期待します。
●鎌仲ひとみ　映像作家
　日々のくらしの中で、私たちの税金がどれだ
け無駄に使われていることか、とても残念に感
じることが多くなりました。やはり、生活者の
目線を持った女性の意見がもっと政治の場に必
要だと強く感じます。東京ネットの挑戦を応援
しています。
●神山美智子　弁護士
　安倍一強政治の下、生活者・消費者の人権が
日々押しつぶされています。ノーと言う人たち
の数を増やしましょう。
●木原省治　原発はごめんだヒロシマ市民の会代表
　東京への一極集中が進む中で、取り残されて
いる社会的弱者への施策をどうきめ細かく行な
うか、とても大切なことだと思います。東京オ
リンピック、大阪万博のようなイベント第一主
義ではなく、真に生活者に寄り添う優しい政治
を都民に訴えてください。皆さんの奮闘から私
自身も希望と展望を得たいと思います。
●工藤春代　特定非営利活動法人市民シンク
タンクひと・まち社代表理事
●小柳智恵　東京ワーカーズ・コレクティブ
協同組合理事長
　経済効率優先の働き方から労働の質を変え、
誰もが人間らしく尊厳をもち「共に働き」「共に
生きる」そんな地域社会をつくるには、政策決
定の場に、当事者の目線で市民の声を議会につ
なぐ議員が必要です。地域から市民政治を拡げ
る生活者ネットワークを応援します。
●近藤惠津子　NPO 法人コミュニティスクー
ル・まちデザイン理事長

　水（水道）のこと、種子のこと、生命の基
盤が脅かされています。東京オリンピックに向
けて加速する JGAP で本当に日本の農業は良
く（Good に）なるの？　TPP11 、日欧 FTA、
RCEP…で私たちの暮らしはどうなるの？　CS
まちデザインは、大切なものが大切にされる社
会をつくるため、食と農を中心とした学びと体
験の場をつくり続けていますが、この国の将来
は疑問と不安に満ちていると言わざるを得ませ
ん。「命をつなぐ環境をまもる」ために、これか
らも生活者ネットワークと連携して活動を進め
ていきます。
●佐々木貴子　認定 NPO 法人まちぽっと理事長
　政治への市民参加をすすめ、政治の主体者と
しての市民のすそ野を地道に広げてきた地域政
治団体・生活者ネットワークの活動に期待して
います。共生社会をめざし、地域や社会で見逃
されがちな課題を当事者に寄り添いながら、大
勢の市民とともに提案し、解決を図る活動をさ
らに精力的にすすめていってほしいと思います。
●島袋善弘　山梨県立大学名誉教授
　生活者ネットは食・子育て・介護・環境など
を生活の場から考え、人権が保障される平和な
社会をつくることをめざしています。生活者ネッ
トの議員は私たち市民が候補者を選び、市民と
ともに考える議員です。民主主義の理想のかた
ちをめざしています。
●進藤久美子　東洋英和女学院大学元教授
　2012 年末以来、安倍一強政治のもとで、原
発再稼働や軍事予算の大幅増など、企業の利益
優先、生活者無視の政治が続いています。この
日本の金権政治に NO！をつきつけ、生活者主
権の政治本来の姿を取り戻すために、生活者ネッ
トの活躍に大いに期待します。
●杉田 敦　法政大学教授
●鈴木 篤　弁護士
　「全体主義の起源」を書いたハンナ・アーレン
トは、市民たちが、公の場で語り、行為するこ
とが許される場としての政治が、全体主義の下
では消滅すると書きました。これを言い換えれ
ば、市民たちが公の場で語り、行為する場を拡
げていくことこそが全体主義を許さない道につ
ながるということになります。だから私は、市
民とともに考え歩むことを大切にしている生活
者ネットを支持しています。
●竹村英明　脱原発政治連盟「緑茶会」代表
●田中 優　未来バンク事業組合理事長
　今の日本は常識が通用しなくなってしまった。
国会は論議せず、ただ強行採決するだけの場だ
し、数だけの勝負となり論理は全くされない。
こんなばかげた事態は男化した社会が作った。
正常な社会を取り戻すには女性の力と暮らしを
根拠にしたロジックが欠かせない。生活者ネッ
トワークの活動はまさにそれを根拠にしている。
社会を正常化させるために、生活者ネットワー
クに期待したい。
●趙 博　浪速の歌う巨人
　『3・11フクシマ』から 8 年を迎えます。民主
党政権の無様な崩壊後「安倍ファシスト・自公
独裁政権」は、原発事故と放射能被害を隠蔽し
つつ被災者を切り捨て、辺野古新基地建設強行
する姿勢を崩しません「安倍の安倍による安倍
のための嘘つき政治」を一日も早く終わらせま
しょう、『3・1独立運動』百周年の今年こそ！
●土谷雅美　生活クラブ生協理事長
　生活クラブは、今年生協となって 50 年目と
なります。生活クラブは、地域で生活すること
から社会の課題を明らかにして運動を続け、ネッ
トの皆さんと連携してきました。この間、柏崎
刈羽原発の再稼働を許さない活動と再生可能エ
ネルギーの推進が課題です。私たちの共通の価
値実現に向けて、ネットの議席が増えるよう共

にがんばりましょう。
●坪井照子　NPO 法人循環型社会研究会理事
●坪郷 實　早稲田大学名誉教授
　地域で生活する多様な市民によって課題解決
のための政策をつくり、この市民政策を実現し
ましょう。
●中川李枝子　児童文学作家
●中西正司　ヒューマンケア協会代表
　生活者ネットワークからの候補者を推薦いた
します。障害者差別解消法が議会で改正される
よう、ご協力お願いします。合理的配慮の義務
化が我々の目的です。
●林 泰義　NPO 玉川まちづくりハウス運営委員
●原 ミナ汰　共生社会をつくるセクシュアル・
マイノリティ支援全国ネットワーク代表
　性的マイノリティの社会的認知度がいつにな
く高まっているなか、LGBT への差別を禁止し、
ヘイトスピーチを規制する「東京都オリンピッ
ク憲章にうたわれる人権尊重の理念実現のため
の条例」が成立しました。この条例成立の背後
には、生活者ネットワークの皆さんの並々なら
ぬ協力がありました。これからも、暮らしをつ
くる地域政党として、大きな力を発揮されるよ
う期待しています。
●広岡守穂　中央大学法学部教授
　東京・生活者ネットワークは市民目線の活動
をこつこつとつみあげてきました。政治を市民
の手にとりもどす。そのために応援しています。
●福嶋浩彦　元我孫子市長
　市民一人ひとりの思いから出発し、皆で話し
合って合意をつくり、その合意で社会を築くの
が「自治」です。議会はそのための道具です。
本当に市民一人ひとりから出発した時、「経済
成長＝国民の幸せ」という公式とは違った豊か
さが見えてきます。その豊かさこそ未来を拓く
原動力です。常に市民の視点で活動する生活者
ネットに期待します。
●藤田愛子　元都議会議員
●保坂公人　神田川ネットワーク代表
　2011年 3 月11日に発生した東北地方の大地
震による津波被害・東京電力福島第一原発によ
る大事故から８年、復興の兆しもはっきりしない
昨今、各地の原発は再起動が始まります。再生
可能エネルギーへの転換は忘れられてしまうの
でしょうか？　市民がもっと声高に政策に注文を
つけ、政治に送り出す仲間を増やさなければいけ
ませんね。市民の政治を取り戻しましょう。
●三木由希子　NPO 法人情報公開クリアリン
グハウス理事長
●山口二郎　法政大学教授
●山田和夫　要町あさやけ子ども食堂店主
　私の関わっている子ども食堂は、子どもだけ
でなく、手伝いに来たり、食べに来る大人にとっ
ても大事な居場所になっています。「一人にしな
い子育て・介護」を実現する生活者ネットワー
クを応援します。
●山田 真　八王子中央診療所 小児科医
　今、僕たちの未来をあやぶむ声が高まってい
ます。弱者と云われる人たちがますます生きに
くくなる社会がつくられようとしています。そ
んな中で庶民の味方である生活者ネットワーク
への期待は大きいのです。ぼくも応援します。
●湯浅一郎　ピースデポ共同代表
　朝鮮半島で南北分断を克服し、冷戦を終わら
せるプロセスが始まり、朝鮮半島の非核化と平
和が現実的課題として見えてきました。これを
促すために北東アジア非核兵器地帯を求める地
方議会の意見書採択が有効です。民主主義を市
民社会に定着させるため、生活に密着した課題
に取り組む生活者ネットワークの活躍を期待し
ます。

　（五十音順）

三浦まり
上智大学教授
　東京・生活者ネットワークは長年にわ
たって地域に根ざした市民参加を実践して
きました。私たちの社会の多様な声を議会
に届けるには、地域に基盤のある信頼のお
ける人を送り出すことが必要です。東京都
がすべての人の人権を尊重し、一人ひとり
に寄り添うようになるために、東京・生活者ネットワークの候補
者を応援します。

辻山幸宣
公益財団法人地方自治総合研究所所長
　いまの政治は、①国政政党の地方支配（沖
縄県住民投票の市町村決定への介入）、②
政党の乱立で市民目線より党利優先に陥っ
ている状況にあります。しっかりと、それ
ぞれの自治体の自治政策を提案できる地方
の政党が必要なのです。地方に政党政治
を正しく根付かせるためにも、生活者ネットワークの存在をもっ
ともっと大きなものにしていくことが大切だと思っています。心
から健闘を願っています。

南部義典
シンクタンク「国民投票広報機構」代表
　「ジェンダー主流化」は、ポスト平成を
先取りした、これからの社会に不可欠なコ
ンセプトです。これを進めるために、私は
既存のどの政党・政治団体でもない、東京・
生活者ネットワークの候補者「全員当選」
に期待しています。全力で応援します！

「2019統一地方選」生活者ネットワークを応援します！


